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海外の研究者招き研修会
今後の連携へ理解深める

健康学部

　
２
０
１
４
年
10
月
に
学
長
職

を
拝
命
し
て
23
年
３
月
末
を
も

っ
て
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
８
年
半
年
を
振
り
返
っ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
就
任
当
初
は
、
前
任
者
で
あ

る
髙
野
二
郎
先
生
の
運
営
方
針

を
引
き
継
ぐ
形
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
年
の
初
め
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
文
部
科
学
省

の
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
創
成
支
援
事
業
」
の
採
択
が

決
ま
る
時
と
就
任
時
期
が
軌
を

一
に
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
採

択
を
受
け
て
勢
い
つ
け
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
不
採
択
と

な
り
、
少
々
出
鼻
を
く
じ
か
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
大
き
く
私
の
８
年
半
を
３
つ

に
分
け
る
と
、
14
～
17
年
度
が

継
続
案
件
に
取
り
組
ん
だ
第
一

期
で
、
18
～
20
年
度
ま
で
が
積

極
的
に
改
革
を
構
想
し
た
第
二

期
、
そ
れ
を
実
行
に
移
し
た
21

～
22
年
度
の
第
三
期
に
な
り
ま

す
。

　
第
一
期
は
く
し
く
も
、
大
学

と
し
て
の
第
Ⅱ
期
中
期
計
画
の

最
中
で
し
た
の
で
、
そ
の
方
針

に
沿
っ
た
運
営
に
注
力
し
ま
し

た
。
17
年
は
建
学
75
周
年
で
あ

り
、
１
０
０
周
年
を
見
据
え
た

学
園
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
下
で
、
教

育
・
研
究
・
社
会
連
携
・
国
際

連
携
・
運
営
体
制
を
軸
に
諸
政

策
を
講
じ
ま
し
た
が
、
教
育
で

は
17
年
度
に
予
定
し
て
い
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
定
を
１
０
０
分

授
業
の
実
施
と
合
わ
せ
る
こ
と

を
考
え
て
、
18
年
度
に
１
年
遅

ら
せ
ま
し
た
。

研
究
面
で
は
先
進
生
命
科
学
研

究
所
や
総
合
社
会
科
学
研
究
所

な
ど
を
設
立
し
ま
し
た
。
文
科

省
「
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事

業
」
に
採
択
さ
れ
た
「To-

Collabo

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
成

果
も
達
成
で
き
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
国
際
連
携
で
は
国
際
教

育
に
関
す
る
セ
ン
タ
ー
の
統
合

と
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
本
部
を
設

置
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
目
指
し
ま
し
た
。

運
営
体
制
に
つ
い
て
は
大
学
運

営
本
部
を
設
け
て
統
合
的
な
運

営
に
努
め
ま
し
た
。

　
第
二
期
は
大
学
改
革
に
向
け

た
構
想
の
議
論
を
重
ね
た
期
間

と
位
置
付
け
ま
し
た
。
18
年
度

か
ら
第
Ⅲ
期
中
期
計
画
が
始
ま

り
、
東
海
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
「Quality of Life

（
人

生
の
質
）
の
向
上
」
を
定
め
、

19
年
度
末
に
は
22
年
の
全
学
規

模
の
改
組
の
構
想
を
固
め
ま
し

た
。
ま
た
、
震
災
で
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
南
阿
蘇
村
の
農

学
部
を
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
に

隣
接
し
た
宇
宙
情
報
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
に
再
建
す
る
こ
と
を
決

め
た
の
も
こ
の
時
期
で
す
。
教

育
面
で
は
１
０
０
分
授
業
と
健

康
学
部
・
文
化
社
会
学
部
の
新

設
を
核
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
定
を
実
施
。
教
員
採
用
で
は

原
則
特
任
と
し
５
年
内
に
専
任

へ
の
任
用
変
更
の
審
査
を
行
う

も
の
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
基
に
「
日
本
ま
る

ご
と
学
び
改
革
実
行
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
名
づ
け
た
22
年
の
改

革
の
準
備
に
入
っ
た
矢
先
に
コ

ロ
ナ
禍
が
我
々
を
襲
い
ま
し

た
。
そ
の
対
応
に
明
け
暮
れ
る

一
方
で
、
リ
モ
ー
ト
授
業
や
在

宅
勤
務
な
ど
試
行
錯
誤
の
中
、

こ
れ
か
ら
に
つ
な
が
る
貴
重
な

経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
大
規
模
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
実
施
な
ど
医
学
部
・
病

院
を
有
し
て
い
る
強
み
を
実
感

し
ま
し
た
。
と
も
か
く
コ
ロ
ナ

対
策
に
あ
っ
て
も
新
学
部
の
設

置
や
「College

制
の
導
入
」

に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
機
能
の
整

備
の
議
論
は
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
第
三
期
目
と
な
る
21
年
度
と

22
年
度
は
、
複
数
の
学
部
群
で

構
成
さ
れ
るCollege 

に
さ

ま
ざ
ま
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
分

散
さ
せ
る
一
方
、
教
育
、
研
究

をOne Stop

で
支
援
で
き
る

よ
う
に
、
学
部
再
編
に
先
駆
け

て
21
年
度
にCollege Office

の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
移
行
期
に
は
従
来

の
組
織
の
業
務
と
新
し
い

College

の
業
務
が
混
在
す
る

形
と
な
り
、
現
場
に
は
多
大
な

ご
負
担
を
お
掛
け
す
る
結
果
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
22
年

度
に
な
り
落
ち
着
い
て
き
た
と

の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

当
初
の
構
想
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
か
と

思
い
ま
す
。
他
方
、
22
年
度
の

改
組
は
新
設
さ
れ
た
６
学
部
が

そ
れ
ぞ
れ
に
よ
い
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
教
員
評

価
に
用
い
る
総
合
的
業
績
評
価

基
準
の
全
面
的
な
見
直
し
が
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
研
究
所
の

体
制
も
整
っ
た
と
思
い
ま
す
。

施
設
面
で
も
こ
の
８
年
半
で
湘

南
キ
ャ
ン
パ
ス
２
、
４
号
館
の

改
修
、
19
、
20
号
館
、
阿
蘇
く

ま
も
と
臨
空
キ
ャ
ン
パ
ス
新
築

な
ど
設
備
面
で
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
未
だ
道

半
ば
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
総
じ
て
振
り
返
る
と
、
原
点

回
帰
・
選
択
と
集
中
を
手
法
に

掲
げ
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
大
学

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
展
開
す
る
こ

と
を
一
貫
し
て
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
過
程
で
多
く
の
教
職

員
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
こ
の

８
年
半
を
振
り
返
っ
て
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

は
松
前
義
昭
理
事
長
が
学
長
を

兼
務
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

College

制
の
深
化
な
ど
、
よ

り
強
力
な
体
制
で
大
学
の
運
営

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り

感
謝
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
年
半
の
学
長
任
期
を
振
り
返
って

山
田
清
志
（
学
校
法
人
東
海
大
学
理
事
）

Ｕ
Ａ
Ｅ
・
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
皇
太
后
に
名
誉
学
位

中
東
で
の
女
性
の
地
位
向
上
な
ど
の
功
績
た
た
え

東海大学
　
東
海
大
学
が
こ
の
ほ
ど
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ

Ｅ
）
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
・
ビ

ン
ト
・
ム
バ
ラ
ク
皇
太
后

に
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
国
づ
く
り
の

礎
と
持
続
的
発
展
を
担
う
人

材
の
育
成
、
特
に
中
東
全
域

で
の
女
性
の
地
位
向
上
と
権

利
向
上
を
目
指
し
、
そ
の
指

導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
功

績
に
対
し
て
、名
誉
博
士（
学

術
）
の
学
位
を
授
与
し
た
。

　
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
皇
太
后
は

Ｕ
Ａ
Ｅ
初
代
大
統
領
で
あ
る

シ
ェ
イ
ク
・
ザ
ー
イ
ド
・
ビ

ン
・
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ー

ル
・
ナ
ヒ
ヤ
ー
ン
殿
下
の
夫

人
で
、
１
９
７
３
年
に
中

東
・
湾
岸
地
域
で
初
め
て
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
す

組
織
で
あ
る
「
Ｕ
Ａ
Ｅ
女
性

連
盟
」
を
創
設
。
現
在
も
多

く
の
社
会
・
慈
善
団
体
な
ど

の
重
責
を
担
い
、
国
民
か
ら

国
の
母
と
称
さ
れ
る
尊
敬
を

集
め
て
い
る
。
皇
太
后
の
功

績
に
よ
っ
て
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
で
は

政
府
の
閣
僚
、
要
職
に
多
く

の
女
性
が
就
き
、
女
性
が
多

く
の
教
育
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
機
会
が
得
ら
れ
る
社

会
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
と
Ｕ
Ａ
Ｅ
の

関
係
で
も
、
女
性
育
成
友
好

委
員
会
の
名
誉
会
長
と
し

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
な
ど

の
女
性
育
成
を
牽
引
し
て
き

た
。
東
海
大
で
は
、
90
年
代

後
半
か
ら
特
に
理
工
系
分
野

に
お
け
る
同
国
の
政
府
奨
学

生
を
受
入
れ
て
き
た
が
、
皇

太
后
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
５
人
の
女
性

が
東
海
大
で
学
位
を
取
得
。

現
在
も
４
人
の
女
子
学
生
が

学
ん
で
い
る
。

　
２
月
23
日
に
は
山
田
清
志

学
長
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ビ

ュ
ー
ロ
ー
の
山
口
滋
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ら
が
Ｕ
Ａ

Ｅ
を
訪
問
。
ア
ブ
ダ
ッ
ラ

ー
・
ビ
ン
・
ザ
ー
イ
ド
外

務
・
国
際
協
力
大
臣
や
磯
俣

秋
男
駐
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

特
命
全
権
大
使
ら
が
臨
席
し

た
授
与
式
で
は
、
フ
ァ
ー
テ

ィ
マ
皇
太
后
か
ら
東
海
大
へ

の
感
謝
の
意
と
と
も
に
、
両

国
の
根
強
い
関
係
を
強
調
し

た
上
で
、「
東
海
大
の
あ
ら

ゆ
る
専
門
分
野
の
才
能
を
支

援
す
る
努
力
、
研
究
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
た
人
類
に
貢
献

す
る
役
割
、
日
本
の
女
性
を

支
援
す
る
熱
心
な
姿
勢
は
素

晴
ら
し
い
も
の
で
す
」
と
称

賛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
山
田
学
長
が

松
前
達
郎
総
長
の
式
辞
を
代

読
。「
本
学
の
教
育
活
動
へ

の
深
い
ご
理
解
と
、
多
大
な

る
ご
貢
献
に
、
深
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
」と
述
べ
た
。

　
３
月
16
日
に
湘
南
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、「
２
０
２
２
年
度

健
康
学
部
（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
カ

レ
ッ
ジ
オ
フ
ィ
ス
）
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｆ
Ｄ
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
以
前
か
ら
交
流
の

あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
・
Ｖ
Ｉ
Ａ

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の

研
究
者
を
招
き
、
今
後
の
連

携
に
向
け
て
相
互
理
解
を
深

め
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も

の
。
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
英
語
で
行
わ
れ
た
。

　
初
め
に
堀
真
奈
美
学
部
長

が
、「
交
流
を
契
機

に
双
方
の
国
の
医
療

シ
ス
テ
ム
や
健
康
増

進
の
あ
り
方
の
違
い

を
知
る
と
同
時
に
、

今
後
の
健
康
学
部
に

お
け
る
海
外
研
究
者

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。
続

い
て
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
大
パ
ブ
リ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
学

科
准
教
授
の
シ
ー
ネ
・
ス
ミ

ス
・
ヤ
ー
ヴ
ェ
ル
ン
ド
氏
が

「
デ
ン
マ
ー
ク
の
医
療
制
度

と
健
康
課
題
」を
テ
ー
マ
に
、

Ｖ
Ｉ
Ａ
の
保
健
福
祉
技
術
セ

ン
タ
ー
シ
ニ
ア
准
教
授
の
カ

リ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン

氏
が
「
ヘ
ル
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
中
心
と
し
た
デ
ン
マ
ー

ク
の
健
康
課
題
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。
両
氏
は
そ
れ

ぞ
れ
の
大
学
に
つ
い
て
説
明

し
た
後
、
シ
ー
ネ
氏
は
同
国

の
平
均
寿
命
は
81
・
６
歳

で
、
死
亡
例
の
40
％
に
行
動

要
因
や
環
境
要
因
が
関
係
し

て
い
る
点
を
指
摘
し
た
ほ

か
、
医
療
制
度
や
電
子
カ
ル

テ
も
紹
介
。
カ
リ
ン
氏
は
、

同
国
の
健
康
・
福
祉
に
使
わ

れ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
技
術
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　
翌
17
日
に
は
、
健
康
学
部

の
教
員
が
研
究
内
容
を
紹
介

し
、
施
設
も
案
内
。
今
後
の

連
携
に
向
け
て
意
見
を
交
わ

し
た
。　
※
肩
書
は
当
時

教員からの質問に答えるカリン氏

読
売
巨
人
軍
・
原
監
督
を
激
励

優
勝
祈
願
記
念
品
を
贈
呈

沖
縄
県
校
友
会

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
プ
ロ
野
球

開
幕
を
前
に
し
た
３
月
２

日
、
同
窓
会
沖
縄
支
部
と
沖

縄
県
後
援
会
、
沖
縄
県
白
鷗

会
の
会
員
ら
が
沖
縄
県
校
友

会
の
呼
び
か
け
で
、
那
覇
市

で
キ
ャ
ン
プ
中
の
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
・
原
辰
徳
監
督
を

訪
問
。
特
製
の
シ
ー
サ
ー
像

を
贈
り
、
セ
・
リ
ー
グ
優
勝

と
日
本
シ
リ
ー
ズ
制
覇
を
目

指
す
指
揮
官
を
激
励
し
た
。

　
一
行
は
長
崎
か
ら
駆
け
つ

け
た
長
崎
県
校
友
会
の
松
尾

洋
一
代
表
幹
事
を
含
め
、
15

人
が
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
那
覇
に
集
合
。
学
園
校

友
会
の
後
藤
俊
郎
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
、
沖
縄
県
校
友
会

の
上
里
一
雄
代
表
幹
事
が
シ

ー
サ
ー
の
由
来
と
と
も
に
激

励
の
エ
ー
ル
を
送
っ
た
の

ち
、
沖
縄
県
後
援
会
の
平
田

美
奈
子
副
会
長
、
金
城
朝
子

同
事
務
局
長
が
、
背

中
に
原
監
督
の
背
番

号
「
83
」
が
彫
り
込

ま
れ
た
特
製
シ
ー
サ

ー
像
を
手
渡
し
た
。

　
原
監
督
は
、「
こ

の
素
晴
ら
し
い
シ
ー

サ
ー
像
を
手
元
に
置

き
、
常
に
勝
負
し
て

い
き
ま
す
」
と
力
強

く
応
じ
た
。

沖縄県校友会員らから原監
督に熱いエールが送られた

ら
３
日
に
か
け
て
東
日
本

大
震
災
で
発
生
し
た
福
島

原
子
力
発
電
所
事
故
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
福
島
県
を

訪
問
し
た
。

　
ま
た
、
６
日
か
ら
９
日

に
は
、
短
期
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
講
師
に

よ
る
原
子
力
の
国
際
安
全

基
準
研
修
コ
ー
ス
」
も
、

品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施

さ
れ
た
。

　
東
海
大
学
が
２
月
20
日

か
ら
３
月
３
日
ま
で
、
国

際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
）
と
の
共
催
で
、「
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
国
際
ス
ク
ー
ル 

原
子
力
・
放
射
線
安
全
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
実
施

し
た
。
原
子
力
・
放
射
線

利
用
に
関
わ
る
若
手
・
中

堅
の
研
究
者
、
技
術
者
を

対
象
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
能
力
開
発
を
目
的
と
し

た
も
の
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
ス

タ
ッ
フ
と
工
学
部
の
教
員

ら
が
運
営
に
参
画
し
、
日

本
と
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
34

人
が
受
講
し
た
。

　
参
加
者
は
１
日
ま
で
湘

南
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
臨
み
、
２
日
か
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原子力・放射線安全の研修プログラム
国際安全基準研修も実施

IAEA＆東海大学
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